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特集「サービス融合を支えるネットワーク
アーキテクチャの新展開」の編集にあたって

長 谷 川 亨†1

近年，インターネットは経済や市民活動を支えるインフラに成長したものの，多様化する

ニーズに応えることが困難になっています．センサなどの膨大な数のデバイスを収容した

り，災害時などの従来は対象としてこなかった通信インフラのない環境下で通信を提供する

ことは容易ではありません．またインターネットの輻輳は恒常的で，脆弱性に起因するネッ

トワークアタックなども後を絶ちません．これらの課題の解決には，アーキテクチャから

見直し，将来ネットワークの姿を明らかにすることが急務です．そこでは，従来のレイヤ 3

ネットワークにこだわらず，物理層からアプリケーション層にいたる課題と解決法を議論す

ることが必要となります．具体的には，P2P技術，センサーネットワーク技術，従来考え

られていなかった環境での通信などの，様々な観点からの将来ネットワークの課題を明確に

することが不可欠です．

本分野の研究は国内外の学会において積極的に議論されています．IEEE主催の分散コン

ピューティングに関する国際会議 ICDCS（The International Conference on Distributed

Computing Systems）や，アジアを中心として発展してきた国際会議 IEEE AINA（The

International Conference on Advanced Information Networking and Applications）にお

いても，本分野のセッションが多数見受けられます．国内においては，『マルチメディア通

信と分散処理（DPS）研究会』および同ワークショップ，DICOMOシンポジウム等でも精

力的に議論されています．

そこで，本分野の優れた論文を一括掲載して情報処理学会会員に有意義な情報を提供する

とともに，本分野の発展に寄与することを目的として，『サービス融合を支えるネットワー

クアーキテクチャの新展開』と題する特集号を企画いたしました．
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本特集号には，合計 25編の投稿があり，審査の過程で 1編取り下げがありましたが，最

終的に 14 編の論文が採録されました（採択率 56%）．採録された論文のテーマとしては，

ネットワークサービス基礎 2編，P2P（Peer-to-Peer）3編，ネットワーク品質・制御 2編，

無線・モバイルネットワーク 5編，データベースシステム 2編となり，サービス融合を支

えるネットワークアーキテクチャに関する基礎研究から応用研究まで幅広い論文を掲載でき

たと考えております．

最後に本特集号の機会を与えていただいた論文誌編集委員会と，迅速で丁寧な査読にご尽

力いただいた特集号編集委員会・査読者の各位に感謝申し上げます．特に，特集号編集委員

会幹事として最初から最後まで多く作業の取りまとめをしていただいたNTT未来ねっと研

究所　明石　修氏，ならびに，学会事局の関係者に深謝いたします．
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